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204 事業所 77 人

56 事業所 33 部
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月期　居宅介護支援部会アンケート結果

地域が関わる必要性を感じた。

ケアマネ間で共通のなやっみを色々と話すことででき参考になった

グループ討議で情報交換ができ旬な情報を得れて良かった。

地域ケア会議に警察や消防署が出席されている事例があり驚いた。

他の事業所さんの意見を聞けて参考になった。ＣＭは困っている事が沢山ありますね。

自身の地域課題だけでなく、他の地域課題を聞けてよかった。

包括をもっと使う

若年障害者・２号・電話のない独居など、転倒を繰り返す緊急時対応を検討出来て良かった

いろいろな事例を通して、緊急時対応や精神疾患の対策が勉強になった。

各ブロックの特徴と対応。包括だけでなくほかの関係者とも連携が必要と実感しました

皆さん意見が聞けて良かった

グループワークでCM同士の困っている事が聞けたこと

気づき：居場所作りよりも役割作りが必要である

他のケアマネさんの子守事や対応方法を聞くことができて良かったが、具体的な提案にはならなかった

加入事業所 参加人数

参考になった点

本日の居宅介護支援部会で取り上げた内容は参考になりましたか？

自分はまだCM業務が短いので他の方の話（困難事例等）を聞けてよかったと思いました

様々なCMの意見を聞けてベテランから新人まで共通の悩みがあるのだなと思いました

ケアマネの役割とは　役割分担について

未記入 1 3.0%
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やりすぎないことが大切と感じた

もっと動いてもらいたい

中、大地域ケア会議の内容がわかり今後もぜひ活躍をお願いします

ＣＭさん達の実情を聞けました。

皆さん、同じ困り事を抱えているのを知りました。

各ブロックの地域ケア会議内容は包括の日常の動きが見えて良かった。

他事業所の抱える問題点より地域特有の課題が浮かび上がった。

相談する窓口を問題ごとに広げていくこと、ケアマネだけで考えないこと

他事業所からの情報提供

地域ケアシステムを実施するのは時間を十分にとる必要がある

あまり参考にならなかった 0 0.0%
参考にならなかった 0 0.0%

大変参考になった 20 60.6%
少し参考になった 12 36.4%

出席 27.5% 回答者 回収率 42.9%

参加率
（事業所）

集計結果
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区も包括ももっと利用者の声に耳を傾けるべきです

総合事業について

今後、部会で取り上げて欲しい内容

今後もグループ討議をしたいです。

グループ討議はよいが、地域問題よりＣＭ個人の困った事例紹介になっていた。

出来るだけ部会に参加して情報共有したいと思います。

各地域の特性で、緊急時対応のスピードの違いが勉強になった。

ガン末期や難病の方がたの専門職連携の為、ＭＣＳの先端を行く、在宅医療連携「サポートセンター」の仕事を紹介してほしい。

通常から鍵問題は話しあっておくべきだと思う。

それぞれ困難ケースを抱えているのがわかった。このような会議に参加するのは、有意義だと思う。

その他（意見感想など）

他の事業所での困りごと等を伺えて参考になりました

難しい問題が多く、どう、いつ　包括につなげるか難しいです。

自己責任の社会が望ましい

各地域の包括の実力がわかりました

どなたかが居場所より役割と発言していましたが居場所があってからの役割なので両方大切だと思いました

話は全般的につまらなかったです

次回も参加させていただきます

地域包括は何の為に存在しているのか？今更その着目？今更その問題提起？ケアマネは数年も前から訴え続けている事なのに・・・

参考にならなかった点（理由）

日常の困り事を話し合えるグループワークがあればいいと思う。

事例検討や買い物難民対策を話し合いたい。

総合事業について

訪問介護訪問看護のメリットは？

認知・精神・独居（身寄り無）の金銭管理について

他のケアマネさんの子守事や対応方法を聞くことができて良かったが、具体的な提案にはならなかった


